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桜川っ子 一球一球 全力で
第 8 回桜川市子ども会球技大会が開催

■ 桜川市長選挙 桜川市議会議員補欠選挙

　 投票日１０月１３日（日）

■ 「桜川市学校給食センター」９月２日（月）稼働開始／

　 防災について考えましょう

■ 子どもたちの幸せ育てる桜川市

■ 第８回 桜川市子ども会球技大会

■ これって、燃えないごみ？分ければ資源ごみ！

■ 歴史資料館だより No.51

■ ９月 22 日～ 11 月 24 日「雨引の里と彫刻２０１３」
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平
成
25
年
10
月
29
日
（
火
）
任
期

満
了
に
伴
う
桜
川
市
長
選
挙
と
、

欠
員
と
な
っ
て
い
ま
す
桜
川
市
議

会
議
員
補
欠
選
挙
を
同
時
に
執
行

い
た
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
一
人
ひ
と
り
が
、

自
由
な
意
思
で
責
任
あ
る
一
票
を

投
じ
ま
し
ょ
う
。

■
投
票

・�

期
日
／
10
月
13
日
（
日
）

・�

時
間
／
７
時 

～
18
時

・
投
票
所
／
市
内
40
か
所

■
告
示
日�

／
10
月
６
日
（
日
）

■
立
候
補
受
付

・�

期
日
／
10
月
６
日
（
日
）

・�

時
間
／
８
時
30
分
～
17
時

・�

場
所
／
大
和
庁
舎
２
階 

第
５

会
議
室

■
立
候
補
予
定
者
説
明
会

・�

期
日
／
９
月
17
日
（
火
）

会
へ
投
票
用
紙
を
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。

○
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者

手
帳
ま
た
は
介
護
保
険
の
被
保
険

者
証
を
お
持
ち
の
方
で
、
一
定
の

要
件
に
該
当
す
る
方
は
、
自
宅
等

で
郵
便
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
投
票
に
は
「
郵
便
投

票
証
明
書
」
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
郵
便
投
票
の
請
求
は
10

月
９
日
（
水
）
ま
で
に
、
本
人
が
桜

川
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

■
投
票
所
入
場
券

　
投
票
す
る
際
は
、
投
票
所
入
場

券
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

入
場
券
が
届
く
前
や
紛
失
し
て
し

ま
っ
た
場
合
で
も
、
選
挙
人
本
人

で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
れ
ば
、

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

■
選
挙
公
報
の
発
行

　
各
候
補
者
の
政
見
な
ど
が
書
か

れ
た
選
挙
公
報
は
、
新
聞
折
込
に

て
配
布
い
た
し
ま
す
が
、
新
聞
未

購
読
の
方
や
お
手
元
に
届
か
な
い

場
合
は
、
各
庁
舎
に
置
い
て
あ
り

ま
す
の
で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
桜
川
市
選
挙
管
理
委

員

会
（

総

務

課

内
、

☎

58

-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

　
た
だ
し
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
て
も
、
投
票
日
ま
で
に

他
の
市
町
村
に
転
出
さ
れ
た
方
は

投
票
が
で
き
ま
せ
ん
。

■
投
票
日
当
日
ま
た
は
選
挙
期
間

中
に
投
票
が
で
き
な
い
方

◆
期
日
前
投
票
制
度

　
投
票
日
に
何
ら
か
の
都
合
で
投

票
で
き
な
い
方
は
、
事
前
に
期
日

前
投
票
が
で
き
ま
す
。

・�

期
間
／
10
月
７
日
（
月
）
～
12
日

（
土
）

・
時
間
／
８
時
30
分
～
20
時

・�

場
所
／
市
役
所
（
大
和
・
岩
瀬
・

真
壁
の
各
庁
舎
）（
※
ど
こ
の
庁

舎
で
も
投
票
で
き
ま
す
。）

◆
不
在
者
投
票
制
度

・�

期
間
／
10
月
７
日
（
月
）
～
12
日

（
土
）

○
病
院
や
施
設
で
の
不
在
者
投
票

　
県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
し

た
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
等
の
施
設

に
入
所
さ
れ
て
い
る
方
は
、
そ
の

病
院
や
施
設
等
で
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
病
院
長
や
施

設
長
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

○
他
市
町
村
で
の
不
在
者
投
票

  

長
期
の
出
張
や
長
期
滞
在
等
で

選
挙
当
日
や
期
日
前
投
票
が
で
き

な
い
方
は
、
滞
在
先
の
市
町
村
選

挙
管
理
委
員
会
で
投
票
が
で
き
ま

す
の
で
、
桜
川
市
選
挙
管
理
委
員

・�

時
間
／
13
時
30
分
～

・�

場
所
／
大
和
庁
舎
２
階 

第
５

会
議
室

■
選
挙
す
べ
き
人
数

・
市
長
選
挙
／
１
人

・
市
議
会
議
員
／
２
人

■
開
票
（
即
日
開
票
、
選
挙
会
併
催
）

・�

期
日
／
10
月
13
日
（
日
）

・�

時
間
／
19
時
30
分 

～
（
予
定
）

・�

場
所
／
大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
「
シ
ト
ラ
ス
」

■
投
票
の
で
き
る
方

　
桜
川
市
に
住
所
を
有
す
る
年
齢

満
20
歳（
平
成
５
年
10
月
14
日
生
ま

れ
ま
で
）以
上
の
日
本
国
民
で
、
平

成
25
年
10
月
５
日
現
在
の
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
、
ま

た
、
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ

た
場
合
は
、
平
成
25
年
７
月
５
日

ま
で
に
転
入
届
を
行
い
、
住
民
基

桜川市長選挙
桜川市議会議員補欠選挙
投票日１０月１３日 (日 )

市民の皆様一人ひとりが、

自由な意思で責任ある一票を投じましょう。
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非常用
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備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
！
日
頃

の
準
備
で
自
分
と
家
族
の
安
全
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

　
万
が
一
の
災
害
に
備
え
る
た
め

に
は
次
の
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
家
族
の
安
否
確
認
方
法

・�

固
定
電
話
・
公
衆
電
話
／
災
害

用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
「
１
７
１
」

・
携
帯
電
話
／
災
害
用
伝
言
板

・�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
／
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

■
非
常
持
出
品
の
確
認

　
貴
重
品
、
非
常
食
品
、
身
を
守

る
も
の
、
応
急
医
薬
品
、
生
活
用

品※
３
日
分
が
目
安

■
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保

◎
水

　
飲
料
水
・
生
活
用
水
を
備
蓄
し

て
お
く
。

◎
情
報

・�

ラ
ジ
オ
、
携
帯
電
話
充
電
器（
電

池
式
ま
た
は
手
動
発
電
式
）を
準

備
し
て
お
く
。

・�
県
内
Ａ
Ｍ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
、

災
害
Ｆ
Ｍ
の
周
波
数
を
確
認
し

て
お
く
。

◎
電
気

・�

懐
中
電
灯
、
電
池
式
ラ
ン
タ
ン
、

乾
電
池
を
備
え
て
お
く
。

・�

災
害
時
は
電
気
器
具
の
ス
イ
ッ

チ
を
切
り
、
避
難
す
る
場
合
は

ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
る
。

◎
ガ
ス

・�

カ
セ
ッ
ト
式
卓
上
コ
ン
ロ
を
備

え
て
お
く
。

・�

ガ
ス
メ
ー
タ
ー
の
場
所
と
復
帰

方
法
を
確
認
し
て
お
く
。

■
家
の
中
の
防
災
準
備

①
家
具
・
家
電
を
固
定
し
て
お
く
。

②�

窓
ガ
ラ
ス
・
鏡
の
飛
散
を
防
止

す
る
。

③�

転
倒
し
た
家
具
の
下
敷
き
に
な

ら
な
い
よ
う
、
寝
具
の
配
置
を

工
夫
す
る
。

④
火
災
警
報
器
を
設
置
し
て
お
く
。

■
住
ま
い
の
防
災
準
備

①
自
宅
の
耐
震
化

　�

行
政
や
専
門
家
へ
相
談
→
耐
震
診

断
を
実
施
→
耐
震
改
修
を
実
施

②�

塀
や
屋
根
瓦
の
状
態
を
確
認
し
、

必
要
な
ら
ば
補
強
す
る
。

■
問
合
先
／
生
活
安
全
課（
☎
58

-

５
１
１
１
・
75

-

３
１
１
１
、
内

線
２
２
８
２
・
２
２
８
８
）

防
災
に
つ
い
て

　
　
　
　

考
え
ま
し
ょ
う

防
災
週
間
８
月
30
日（
金
）～
９
月
５
日（
木
）

　
羽
田
地
区
の
旧
大
和
中
学
校
跡

地
で
建
設
し
て
い
た
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
（
本
紙
２
０
１
３
年
６
月

号
で
紹
介
）
が
完
成
し
、
「
桜
川
市

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
名

称
で
、
９
月
２
日（
月
）
か
ら
稼
働

を
開
始
し
ま
す
。

■

所

在

地

／

桜

川

市

羽

田

１
０
０
８

■
対
象
学
校

・�

岩
瀬
・
大
和
地
区
／
す
べ
て
の

「
桜
川
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
」

９
月
２
日（
月
）稼
働
開
始

公
立
幼
稚
園
と
小
・
中
学
校

・�

真
壁
地
区
／
谷
貝
小
学
校
、
樺

穂
小
学
校
、
桜
川
中
学
校

※�

右
記
以
外
は
、
従
来
通
り
桜
川

市
南
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
担

当
し
ま
す
。

■
施
設
の
特
徴

・�

明
確
な
ゾ
ー
ニ
ン
グ
と
最
短
の

調
理
導
線
に
よ
り
、
徹
底
し
た

衛
生
管
理
が
で
き
る
レ
イ
ア
ウ

ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

・�

太
陽
光
、
太
陽
熱
な
ど
を
利
用

し
た
設
備
で
、
維
持
管
理
コ
ス

ト
を
低
減
で
き
ま
す
。

・�

ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
と
し
て
ア
レ

ル
ギ
ー
食
材
除
去
食
を
調
理
す

る
対
策
室
が
設
置
し
て
あ
り
ま

す
。

・�

施
設
の
環
境
配
慮
技
術
や
食
に

関
す
る
学
習
、
情
報
提
供
を
す

る
た
め
に
研
修
室
と
見
学
ス
ペ

ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

・�

厨
房
機
器
は
、
最
新
で
実
績
の

あ
る
機
器
を
採
用
し
、
安
定
し

た
調
理
業
務
を
行
え
ま
す
。

■
問
合
先
／
桜
川
市
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
２
９
６-

58

-

８
３
１
０
）

調理室でカレーを調理中各学校へ配送するコンテナ給食の出来上がりイメージ

3,500 食 /日の調理能力を持つ「桜川市学校給食センター」
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子どもたちの幸せ育てる桜川市
～平成24年度　桜川市次世代育成支援行動計画の取り組み状況～

　少子化の流れを変え、子育てしやすい環境をつくるた

めに、平成 15 年 7 月に「次世代育成支援対策推進法」
が制定されました。これにより、すべての自治体に次世

代育成支援の行動計画を策定することが義務付けられ、

平成 17年度から 10年間の集中的・計画的な取り組み
を推進することになりました。

　桜川市では、この法律と少子化の現状を踏まえて「次

世代育成支援行動計画」を策定しました。後期計画の平

成 24 年度の行動計画の取り組み状況について、平成
25年 7月 19日に「次世代育成支援対策地域協議会」を
開催し、協議しました事業実績の一部を下記のとおりお

知らせします。

■問合先／児童福祉課（☎0296-75-3156直通、☎
58-5111・75-3111代表）

●行動計画の方針

基本理念 子どもたちの幸せ育てる桜川市

基本方針
・子どもたちの幸せで健やかな成長のために	 ・子どもと保護者のための地域の保育と教育

・地域社会ぐるみで見守り応援する子育て

基本目標

・子どもと母親の健康の確保	 ・食育の推進

・思春期保健対策の充実	 ・小児医療の充実	

・児童虐待防止対策の充実	 ・ひとり親家庭等の自立支援の推進	

・障がい児施策の充実	 ・地域における子育て支援サービスの充実

・保育サービスの充実	 ・地域における子育て支援ネットワークづくり

・児童健全育成の取り組みの推進	 ・次代の親の育成

・安全で安心なまちづくりの推進	 ・家庭や地域の教育力の向上

・子どもを犯罪等の被害から守るための活動の推進	 ・良質な住宅の確保

・仕事と子育ての両立支援		 ・子どもの交通安全を確保するための活動の推進

・子どもの生きる力の育成に向けた学校の教育環境等の整備

●施策の展開

事　業　名 事　業　概　要 目標（平成27年度） 実績（平成24年度）

離乳食教室・親
子料理教室

〈親子料理教室〉
小学生、幼稚園、保育所の親子を対象に食事バランスガイド
や早寝・早起き・朝ご飯の習慣づくりの説明をする。（食生
活改善推進員協議会に委託）

年間の開催数 20回
参加者数 1,100 名

年間の開催数	10 回、参加者数	
515 名
　保育所	3 か所、小学校	5 か所	
　集落センター	2 か所

予防接種の推進

BCG、ポリオ、３種混合（２種混合）、MR・麻疹、風疹、日本
脳炎の実施、小児インフルエンザ予防接種助成。
平成23年度から、子宮頸がん予防ワクチン、ヒブワクチン、
小児用肺炎球菌ワクチン接種費用、全額公費負担。
平成 24年 8月生ポリオ中止に伴い、平成 24年 9月から
不活化ポリオおよび 11月より４種混合ワクチンの開始。

定期接種率95.0% 新規接種開始した接種率
　不活化ポリオ	67.2％
　４種混合	88.0％

小児生活習慣病
健診事後指導

小学４年生、中学１年生の希望者を対象に、事後指導として
個別指導を行う。（血液検査・コレステロール）
※１次検査でチェックの入った児童生徒に対し２次検査を
実施し、親子で説明会に参加してもらう。

継続実施
説明会参加率の向上を目
指す

１次検診受診者数
　小学生	383 名、中学生	443 名
説明会・個別面談参加者数
　小学生	29 名、中学生	23 名

放課後児童
健全育成事業

保護者が労働等により、昼間家庭にいない小学校１年生か
ら３年生までの児童に対し授業の終了後に、学校の余裕教
室等に指導員を配置して適切な遊びや生活の場を与える。

平成 25年 6月に全小学
校区で運営開始
（平成25年 4月に谷貝子
育てクラブ開設、６月に南
飯田子育てクラブ開設）

市内公立小学校11か所中9か所
にて運営	

病児・病後児
保育事業

保護者が就労している場合等において、子どもが病気の際
に自宅での保育が困難な場合、病院・保育所等において
病気の児童を一時的に保育するほか、保育中に体調不良と
なった児童への緊急対応等を行う。

子育て３法の枠組みの中
で実施を検討

平成 22年度は真壁保育園にて実
施（体調不良児対応型）
平成 24 年度は未実施（人員の確
保が困難）

子ども読書
推進事業

読書は豊かな感性や情操、そして思いやりの心を育む上で
極めて大切であり、子どもたちに読書を促すため読書冊数
の多い児童生徒を表彰する。

県教育長賞受賞者（小学生
50冊、中学生30冊）の割
合を、小学校70%、中学校
20%以上を目指す	

県教育長賞受賞者の割合
　小学校　85.4％
　中学校　63.7％

家庭教育学級

開設学級数：小学校 11校、中学校５校（全小中学校１年生
保護者対象）
学習時間：20時間以上（年５回～７回開催）

全校実施 全校実施（市内公立小・中学校　
計16校）
各学級の実施状況について実践
報告書を作成し、全学級に配布

登下校時の
交通安全指導

集団登校時の立哨指導・地区巡回指導による道路の安全確
認。
新入学時の下校指導や一斉下校、同一方面は子ども同士の
下校を指導している。
併せて、通学路の危険箇所の抽出および改善を行っている。

交通安全指導事業と統合
する形で継続実施

新入学時下校指導、一斉下校の指
導実施。
通学路の危険箇所抽出 52箇所中
20 箇所改善済、平成 25 年度に
24箇所を改善予定
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第
８
回 

桜
川
市

子
ど
も
会
球
技
大
会

ド ッ ジ ボ ー ル の 部

ソ フ ト ボ ー ル の 部

１３

２敢闘賞
第３位「昴」（真壁町真壁地区など） 優勝「East Blue」（岩瀬東区・青柳地区）

敢闘賞「飯塚子ども会」 準優勝「長岡子ども会」

３

敢闘賞

１

優勝「富士見台子ども会」第３位「谷貝 Y ガールズ」

敢闘賞「鍬田子ども会」 準優勝「飯塚 WHITE,STAR'S」

２

　
８
月
３
日
、
桜
川
市
総
合
運
動

公
園
で
、
桜
川
市
子
ど
も
会
育
成

連
合
会
主
催
に
よ
る
「
桜
川
市
子

ど
も
会
球
技
大
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
競
技
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
ド
ッ

ジ
ボ
ー
ル
の
２
種
目
で
、
市
内
の

子
ど
も
会
チ
ー
ム
そ
れ
ぞ
れ
９

チ
ー
ム
、
13
チ
ー
ム
が
参
加
。
総

勢
３
６
２
人（
男
子
２
０
０
人
、
女

子
１
６
２
人
）の
選
手
が
、
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
試
合
は
、
予
選
リ
ー
グ
・
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
形
式
で
行
わ
れ
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
、
計
３
試
合
を

戦
っ
た
「
Ｅ
ａ
ｓ
ｔ 

Ｂ
ｌ
ｕ
ｅ
」

（
岩
瀬
東
区
・
青
柳
地
区
）が
優
勝
。

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
は
、
計
８
試
合
を

戦
っ
た
「
富
士
見
台
子
ど
も
会
」

が
、
２
年
連
続
で
優
勝
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
の
部
上

位
２
チ
ー
ム
は
、
９
月
15
日（
日
）

に
石
岡
市
で
開
催
さ
れ
る
「
第
10

回
茨
城
県
子
ど
も
会
ド
ッ
ジ
ボ
ー

ル
大
会
」
に
桜
川
市
代
表
と
し
て

出
場
。
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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さくらがわ　2013.9.1さくらがわ　2013.9.1

　
７
月
25
日
、
Ｊ
Ａ
北
つ
く
ば
こ
だ
ま
西
瓜
部
会

の
皆
さ
ん
が
、
橋は

し

本も
と

県
知
事
を
訪
問
し
、
桜
川
市

で
出
荷
最
盛
期
を
迎
え
た
黒
こ
だ
ま
ス
イ
カ
「
誘

惑
の
ひ
と
み
」
の
Ｐ
Ｒ
を
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ス
イ
カ
は
、
平
成
18
年
か
ら
試
験
栽
培
を

始
め
、
平
成
20
年
か
ら
こ
の
ブ
ラ
ン
ド
名
で
本
格

販
売
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
皮
が
黒
っ
ぽ
く
、
糖

度
が
13
度
以
上
と
甘
み
が
強
く
、
身
が
詰
ま
っ
て

い
て
シ
ャ
リ
シ
ャ
リ
感
が
あ
る
の
が
特
徴
で
す
。

　「
今
年
の
ス
イ
カ
は
特
に
出
来
が
よ
く
、
自
信
を

も
っ
て
食
べ
て
い
た
だ
け
ま
す
」
と
、
同
部
会
の

皆
さ
ん
は
県
知
事
に
話
を
し
ま
し
た
。　

本
年
７
月
に
、
羽
黒
小
学
校
で
保
管
さ
れ
て

い
た
二
宮
金
次
郎
像
と
市
松
人
形
を
、
そ
れ
ぞ
れ

（
株
）堀
石
材
工
業（
堀ほ

り 

政ま
さ

美み 

社
長
）と
和
久
井
人

形
店（
和わ

久く

井い

四し

郎ろ
う 

社
長
）が
、
修
復
し
ま
し
た
。

　
金
次
郎
像
は
、
昭
和
９
年
に
卒
業
生
一
同
か
ら

寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
、
足
首
が
折
れ
て
倒
れ
て
い

た
も
の
を
修
復
し
、
台
座
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
松
人
形
は
、
和
久
井
人
形
店
先
代
社

長
が
昭
和
57
年
に
寄
贈
し
た
も
の
で
、
衣
装
な
ど

を
修
復
し
、
ケ
ー
ス
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
両
社
長
は
、「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も
、
古
き

良
き
も
の
を
守
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
８
月
４
日
、
大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
「
シ
ト

ラ
ス
」
で
『
桜
川
市
戦
没
者
追
悼
式
』
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
先
の
大
戦
に
お
け
る
本
市
戦
没
者
へ

の
追
悼
の
意
と
、
ご
遺
族
へ
の
敬
意
を
表
す
と
と

も
に
、
平
和
を
祈
念
し
、
市
政
発
展
へ
の
決
意
を

新
た
に
す
る
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
戦
没
者
の
ご
遺
族
を
は
じ
め
、
国
会

議
員
の
方
々
な
ど
約
２
０
０
人
が
参
列
。
市
遺
族

会
連
合
会
長
の
中な

か

野の

利と
し

一か
ず

さ
ん
が
、「
祖
国
の
発
展

を
願
い
な
が
ら
犠
牲
に
な
ら
れ
た
尊
い
思
い
を
風

化
さ
せ
ず
、
次
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
き
た
い

で
す
」
と
、
追
悼
の
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
８
月
７
日
、
東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
で
「
第
48
回

交
通
安
全
子
供
自
転
車
全
国
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、

茨
城
県
の
代
表
と
し
て
真
壁
小
学
校
チ
ー
ム
が
出

場
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
１
チ
ー
ム
４
人
組
で
交
通
規
則

や
自
転
車
の
安
全
な
乗
り
方
な
ど
の
学
科
テ
ス
ト

と
、
実
技
テ
ス
ト
の
成
績
を
競
う
も
の
で
、
同
校

チ
ー
ム
は
、
茨
城
県
大
会
で
２
年
連
続
優
勝
し
、

通
算
14
回
目
の
出
場
と
な
る
全
国
大
会
に
臨
み
ま

し
た
。
当
日
は
、
各
都
道
府
県
47
チ
ー
ム
１
８
８

人
が
出
場
。
結
果
は
、
残
念
な
が
ら
上
位
入
賞
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
チ
ー
ム
の
持
て
る
力
を

十
分
発
揮
し
た
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
７
月
４
日
、
第
20
回
茨
城
新
聞
広
告
賞
表
彰
式

が
開
催
さ
れ
、“
真
壁 

伝
統
と
も
て
な
し
の
ま
ち

づ
く
り
代
表
者
会
議
”（
川か

わ

嶋し
ま

利と
し

弘ひ
ろ 

代
表
）が
茨
城

新
聞
広
告
賞
「
優
秀
地
域
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
同
広
告
賞
は
、
平
成
24
年
度
に
茨
城
新
聞
に
掲

載
し
た
広
告
か
ら
、
企
画
や
表
現
な
ど
が
優
れ
た

広
告
主
を
茨
城
新
聞
社
が
顕
彰
す
る
も
の
で
、
52

点
の
中
か
ら
15
点
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
受
賞
し
た
同
代
表
者
会
議
は
、
真
壁
地
区

の
ま
ち
づ
く
り
関
係
団
体
な
ど
16
団
体
で
結
成
。

平
成
23
年
度
「
サ
ン
ト
リ
ー
地
域
文
化
賞
」
の
受

賞
を
機
に
、
真
壁
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
の
紹
介
を

広
告
に
掲
載
し
た
も
の
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
６
月
23
日
、
石
岡
市
で
開
催
さ
れ
た
茨
城
県
テ

コ
ン
ド
ー
選
手
権
大
会
で
、
八
勝
会
真
壁
道
場
が

好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　
総
勢
１
５
０
人
が
出
場
し
た
こ
の
大
会
に
、
同

道
場
か
ら
４
人
が
出
場
。
小
学
６
年
女
子
の
部
で

成な
り

田た

咲さ
く

羅ら

さ
ん
が
優
勝
。
ま
た
、
小
学
５
年
男
子

の
部
で
小こ

高だ
か

将そ
う

麻ま

さ
ん
が
準
優
勝
、
酒さ

か
よ
り寄
凌り

ょ
う

太た

さ

ん
が
ベ
ス
ト
16
。
さ
ら
に
、
小
学
６
年
男
子
の
部

で
小こ

高だ
か

凌
り
ょ
う

麻ま

さ
ん
が
ベ
ス
ト
16
に
入
る
な
ど
、
日

頃
の
鍛
錬
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　
メ
ン
バ
ー
募
集
中
の
同
道
場
で
は
、
空
手
や
テ

コ
ン
ド
ー
に
興
味
が
あ
る
方
や
体
力
強
化
な
ど
の

健
康
志
向
の
方
な
ど
が
鍛
錬
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
７
月
４
・
５
日
の
両
日
、
千
葉
県
鴨
川
市
で
開
催

さ
れ
た
、
平
成
25
年
度
関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
で
、
市
村
一
郎
さ
ん（
真
壁
町
下

谷
貝
地
区
）が
、
同
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
協

議
会
か
ら
「
関
東
地
区
老
連
会
長
表
彰
」
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
同
氏
の
茨
城
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

理
事
と
桜
川
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
を
長

年
務
め
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
推
進
と
育
成
発
展

に
貢
献
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
同
氏
は
、「
今
年
で
90
歳
に
な
り
ま
す
が
、
ま
だ

ま
だ
元
気
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
受
賞

の
喜
び
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
夏
休
み
に
入
っ
た
７
月
20
・
21
日
の
両
日
、
谷

貝
小
学
校
の
校
庭
で
、
恒
例
の
「
サ
マ
ー
キ
ャ
ン

プ
～
あ
そ
ぼ
う
・
た
べ
よ
う
・
い
っ
し
ょ
に
泊
ま

ろ
う
！
～
」
と
題
し
て
、
谷
貝
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
地
域
と
学
校
が
一
体
と
な
っ
て
、
様
々

な
体
験
機
会
を
児
童
た
ち
に
提
供
し
、「
生
き
る
力
」

を
育
ん
で
も
ら
お
う
と
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の

で
、
児
童
と
そ
の
保
護
者
な
ど
１
６
５
人
が
参
加

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
流
し
そ

う
め
ん
や
み
ん
な
で
協
力
し
て
の
カ
レ
ー
作
り
、

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
ー
な
ど
、
楽
し
い
夏
休
み
の

ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
北
つ
く
ば
西す

い

か瓜
部
会
が
県
庁
で

黒
こ
だ
ま
ス
イ
カ
の
Ｐ
Ｒ

羽
黒
小
の

二
宮
金
次
郎
像
と
市
松
人
形
を
修
復

平
和
を
祈
念
し

「
桜
川
市
戦
没
者
追
悼
式
」
開
催

真
壁
小
が
交
通
安
全

子
供
自
転
車
全
国
大
会
に
出
場

“
真
壁
ま
ち
づ
く
り
代
表
者
会
議
”

茨
城
新
聞
広
告
賞
を
受
賞

八は

っ

勝し
ょ
う

会か

い

真
壁
道
場
が

県
テ
コ
ン
ド
ー
選
手
権
で
好
成
績

市い

ち

村む

ら

一い
ち

郎ろ

う

さ
ん

「
関
東
地
区
老
連
会
長
表
彰
」を
受
賞

谷
貝
小
児
童
が

恒
例
の
「
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
」

橋
本
県
知
事（
写
真
中
央
）を
訪
ね
、黒
こ
だ
ま
ス

イ
カ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
Ｊ
Ａ
北
つ
く
ば
こ
だ
ま
西
瓜
部

会
の
皆
さ
ん
と
中
田
市
長（
写
真
左
か
ら
４
人
目
）

修
復
さ
れ
た
二
宮
金
次
郎
像
と
市
松
人
形
を

間
に
、（
写
真
右
か
ら
）田た

嶋じ
ま

教
頭
、
堀
政
美
さ

ん
、
和
久
井
四
郎
さ
ん
、
山や

ま

本も
と

校
長

祭
壇
に
白
い
菊
花
を
供
え
、
英
霊
に
祈
り
を
捧

げ
ま
し
た
。

全
国
大
会
に
出
場
し
た
真
壁
小
学
校
チ
ー
ム

の
皆
さ
ん

「
優
秀
地
域
賞
」の
受
賞
報
告
に
中
田
市
長（
写

真
左
）を
表
敬
訪
問
し
た
川
嶋
利
弘
代
表（
写
真

右
）

「
関
東
地
区
老
連
会
長
表
彰
」の
受
賞
報
告
に

中
田
市
長（
写
真
左
）を
表
敬
訪
問
し
た
市
村
一

郎
さ
ん（
写
真
右
）

輝
か
し
い
成
績
を
お
さ
め
た（
右
か
ら
）小
高
凌

麻
さ
ん
、
酒
寄
凌
太
さ
ん
、
小
高
将
麻
さ
ん
、

成
田
咲
羅
さ
ん

児
童
た
ち
は
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
、
初
め
て

飯
ご
う
と
釜
で
ご
飯
を
炊
く
体
験
を
す
る
な

ど
楽
し
い
夏
の
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

Town Newsまちの話題
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９月納期の
税・保険料

　税・保険料は納期内に納
めるようにしましょう。
　また、納め忘れがなく簡
単で便利な口座振替制度
をご利用ください。

国民健康保険税 ３期
後期高齢者医療保険料 ３期

納期限／９月３０日（月）

曜日
時間

9：30～12：30
（受付は12：00まで）

14：30～19：00
（受付は18：30まで）

月  火  水  木  金  土  日

○  ○  休  ○  ○  　  休

○  ○  休  ○  ○  休  休

▼診察時間

※祝日のある週は、水曜診察致します。

パワーマート岩瀬店前
☎70-4618

ナ　   オ　　　   シ　   ロ　   イ　   ハ

とびた歯科クリニック

9：00

～

12：30

とびた歯科クリニック

 休  ○  ○  休  休

診察致します。

ニック 検索

坂入税理士事務所坂入税理士事務所
筑西市横島229-5

TEL 0296（22）4155　FAX 0296（25）1136
H P http://sakairikaikei.tkcnf.com/pc/

相続税・所得税・法人税
その他税務に関するご相談
お待ちしております!

桜川市真壁町桜井765-2

TEL 0296-54-1540
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い
る
方
を
対
象
に
、
介
護
者
相
互

の
交
流
・
情
報
交
換
や
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
の
た
め
に
、
家
族
介
護
者
交

流
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

■
日
時
／
10
月
５
日（
土
）、
９
時

30
分
…
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー
集

合
、
10
時
…
真
壁
福
祉
セ
ン
タ
ー

集
合

■
行
き
先
／
か
す
み
が
う
ら
市
・

小
美
玉
市

■
内
容
／
秋
の
味
覚
の
ぶ
ど
う
狩

り
と
納
豆
工
場
見
学

■
参
加
費
／
１
，０
０
０
円（
昼
食
・

入
園
料
・
保
険
代
含
む
）

■
募
集
人
数
／
30
名（
申
込
順
）

※�

参
加
者
が
10
名
以
下
の
場
合
は
、

中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
期
限
／
９
月
20
日（
金
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
桜
川
市
社

会
福
祉
協
議
会（
☎
０
２
９
６-

76-

１
３
５
７
）、
真
壁
支
所（
☎
０
２
９
６

-

54-

２
３
６
１
）

●

　

●

　

●

　

●

　

●

 

介
護
長
寿
課

　
市
で
は
、
介
護
保
険
事
業
計
画

に
基
づ
き
、
高
齢
者
が
要
介
護
状

態
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域

で
生
活
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
介
護

施
設
な
ど
の
基
盤
整
備
の
充
実
を

図
る
た
め
、
次
の
事
業
所
を
整
備
・

運
営
す
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
公
募
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
と
内
容
な
ど

■
事
業
所
整
備
・
サ
ー
ビ
ス
提
供

上
の
要
件
／
法
令
で
定
め
る
基
準

を
満
た
し
遵
守
す
る
こ
と
。

■
応
募
手
順（
事
前
協
議
）

○�

事
前
協
議
申
込
書
の
提
出
→�

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
運
営
委

員
会
で
内
容
の
審
査
→�

事
前
協

議
対
象
者
を
選
定

○�

事
前
協
議
が
整
っ
た
ら
整
備
承

認
を
行
な
い
ま
す
の
で
、
施
設

整
備
が
終
了
後
、
指
定
申
請
書

を
提
出
し
ま
す
。

■
事
前
協
議
申
込
期
間
／
９
月
２

日（
月
）～
30
日（
月
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
介
護
長
寿
課

（
☎
０
２
９
６-

75-

３
１
５
８
直
通
、

☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　「
シ
ェ
イ
プ�

キ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
」

は
、
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
な
ど
の
格

闘
技
の
動
き
を
取
り
入
れ
た
シ
ェ

イ
プ
ア
ッ
プ
と
運
動
能
力
向
上
の

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
す
。
リ
ズ
ム
に

合
わ
せ
て
、
ス
ト
レ
ス
を
発
散
し

ま
し
ょ
う
。

■
日
時
／
９
月
29
日（
日
）、
13
時

30
分
～
15
時
30
分（
受
付
13
時
～
）

■
会
場
／
真
壁
伝
承
館�

１
階
ホ
ー

ル（
高
上
町
駐
車
場（
無
料
）
も
ご

利
用
可
能
で
す
。）

■
募
集
人
数
／
約
50
名（
当
日
受
付
）

■
問
合
先
／
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
岩
瀬
体
育
館
「
ラ
ス
カ
」
内
☎

０
２
９
６-

75-

６
６
０
０
）

●

　

●

　

●

　

●

　

●

介
護
長
寿
課

　
家
庭
で
高
齢
者
を
介
護
さ
れ
て

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、

内
線
１
１
６
６
）

■
道
路
境
界
に
関
す
る
問
合
先
／

建
設
課（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内
線
１
１
８
３
）

●

　

●

　

●

　

●

　

●企
画
課

　
10
月
１
日
（
火
）、
５
年
に
一
度

の
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
が
行
わ

れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、全
国
の
約
３
５
０

万
世
帯
が
対
象
と
な
る
住
宅
土
地

に
関
す
る
最
も
基
本
的
な
調
査
で

す
。

　
知
事
が
任
命
し
た
調
査
員
が
調

査
票
を
持
っ
て
お
宅
に
お
伺
い
し

ま
す
の
で
、
調
査
票
へ
の
記
入
を

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
調
査
内

容
は
統
計
の
作
成
以
外
の
目
的
で

使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
合
先
／
企
画
課�

統
計
・

市
民
協
働
グ
ル
ー
プ（
☎
58-

し
て
く
だ
さ
い
。

■
建
築
基
準
法
に
関
す
る
問
合

先
／
茨
城
県
県
西
県
民
セ
ン
タ
ー

建
築
指
導
課（
☎
０
２
９
６-

24-

９
１
４
９
直
通
）、
都
市
整
備
課（
☎

轄
の
茨
城
県
が
指
定
し
た
道
路
は
、

建
築
基
準
法
の
規
定
に
よ
り
、
道

路
の
中
心
線
か
ら
原
則
２
ｍ
ま
で

の
範
囲
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
設
置

し
た
り
、
擁よ

う
へ
き壁
を
造
成
し
た
り
す

る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
道
路
で
、
道
路
境
界

に
沿
っ
て
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
設
置
し
た

り
、
擁
壁
を
造
成
し
た
り
し
た
場
合
、

建
築
基
準
法
違
反
に
問
わ
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
十
分
に
注
意

都
市
整
備
課

　
災
害
時
の
消
防
・
救
助
活
動
な
ど

の
た
め
に
道
路
は
、
原
則
４
ｍ
以
上

の
幅
員
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
幅
員
が
４
ｍ
未
満
の
道
路
で
、
管

お
知
ら
せ

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

『
家
族
介
護
者
交
流
事
業
』
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

を
募
集
し
ま
す

桜川市の放射線量
測定日
（天気）

測定時間

９時 12時 15時

8/5（曇） 0.06 0.06 0.061

8/12（晴） 0.061 0.061 0.061

8/19（晴） 0.06 0.06 0.061

単位：マイクロシーベルト（μSv）／時間

■
測
定
場
所
／
岩
瀬
庁
舎
駐
車
場�

地
上
１
m（
毎
週
測
定
）

■
測
定
結
果
／
い
ず
れ
も
健
康
に

害
の
な
い
数
値
で
す
。

■
シ
ー
ベ
ル
ト（
Sv
）／
人
の
体
が

放
射
線
を
受
け
た
時
の
影
響
を
表

す
単
位

■
問
合
先
／
環
境
対
策
課
（
☎
58
-

５
１
１
１
・
75
-
３
１
１
１
代
表
）

※
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学

校
の
測
定
結
果
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内

線
１
２
７
４
）

●

　

●

　

●

　

●

　

●

桜
川
警
察
署

　
犯
罪
な
ど
に
よ
る
被
害
の
未
然

防
止
を
図
る
た
め
、
市
民
生
活
の

安
全
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

■
困
り
ご
と
な
ど
で
相
談
し
た
い
時

は
／
♯
９
１
１
０
、
ま
た
は
☎
０
２
９

-

３
０
１-

９
１
１
０（
警
察
本
部
県

民
安
心
セ
ン
タ
ー
総
合
相
談
係�

）

■
問
合
先
／
桜
川
警
察
署�

警
務

課（
☎
０
２
９
６-

55-

０
１
１
０
）

募
　
集

道
路
境
界
に
沿
っ
て
ブ
ロ
ッ

ク
塀
の
設
置
な
ど
を
す
る
際

は
注
意
し
て
く
だ
さ
い

９
月
11
日（
水
）は

「
警
察
相
談
の
日
」

　市民の皆様の声を行政に
反映するために、市長と語
り合ってみませんか。話題
はなんでも結構です。
■日 時／９月 30 日 ( 月 ) 
　　　　９時～12 時・13 時～16 時
■ 場 所／市役所 岩瀬庁舎
■ 問合先／秘書広報課
　　　　（☎58-5111・75-3111代表）
※  次回／10月28日(月)は、

市役所真壁庁舎で、「市民
の日」を開催します。

市長と語ろう!
「市民の日」

シ
ェ
イ
プ 

キ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
を

体
験
し
よ
う
！（
無
料
）

サービスの種類 施設数 定員
整備する日常
生活圏域

定期巡回・随時対応
型訪問介護看護

１ - 市全域

認知症対応型通所介護 １ １２人 市全域

複合型サービス １ - 市全域
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健康ガイド
Health guide

《問合先》  健康推進課
　　　　  ☎0 2 9 6 -75 - 315 9（直通）
　　　　  ☎58-5111・75-3111（代表）

月分10

介護のご相談は 

居宅介護支援事業所 

☎0296-20-6071 ☎0296-58-5058 
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介護老人保健施設 

☎0296-20-6071 
URL:http://www.douaikai.or.jp
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岩
瀬
・
大
和
地
区
の
方

■
１
歳
児
健
診

・
対
象
／
Ｈ
24
年
10
月
生

・
日
程
／
10
月
28
日
（
月
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・ 

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル

■
１
歳
６
か
月
児
健
診

・
対
象
／
Ｈ
24
年
２
月
・
３
月
生

・
日
程
／
10
月
８
日
（
火
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・ 

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
歯

ブ
ラ
シ（
子
ど
も
用
と
仕
上
げ
み

が
き
用
）

■
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
を
予
防
す

る
た
め
に
は
、
次
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

①
適
量
の
飲
酒
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　�

適
量
と
は
…
ビ
ー
ル
な
ら

５
０
０
㎖
、
日
本
酒
な
ら
1
合

弱
、
焼
酎
な
ら
１
０
０
㎖
、
ウ

イ
ス
キ
ー
な
ら
60
㎖
程
度
（
女

性
・
高
齢
者
は
こ
れ
ら
の
半
分

の
量
）

②�

週
に
２
日
は
、
休
肝
日
を
作
り

ま
し
ょ
う
。

③��

飲
む
と
き
に
は
何
か
食
べ
た
り
、

■
育
児
相
談

・
対
象
／
Ｈ
25
年
４
月
・
５
月
生

・
日
程
／
10
月
２
日
（
水
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

 

真
壁
地
区
の
方

■
１
歳
６
か
月
児
健
診

・ 

対
象
／
Ｈ
24
年
1
月
・
２
月
・

３
月
生

・
日
程
／
10
月
３
日
（
木
）

・
会
場
／
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・ 
持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
歯

ブ
ラ
シ（
子
ど
も
用
と
仕
上
げ
み

が
き
用
）

■
３
歳
児
健
診

・ 

対
象
／
Ｈ
22
年
７
月
・
８
月
・

９
月
生

・
日
程
／
10
月
23
日
（
水
）

・
会
場
／
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・ 

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
歯

ブ
ラ
シ（
子
ど
も
用
と
仕
上
げ
み

が
き
用
）、
コ
ッ
プ
、
尿
、
目
と

耳
の
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙

 

真
壁
地
区
の
方

■
住
民
健
診

・ 

対
象
／
真
壁
地
区
の
30
歳
以
上

の
方

・ 

日
程
／
10
月
15
日（
火
）～
18
日

（
金
）、
28
日（
月
）、
29
日（
火
）

・ 

会
場
／
真
壁
地
区
の
各
公
民
館

な
ど

・ 

受
付
時
間
／
９
時
30
分
～
11
時
、

13
時
30
分
～
14
時
30
分

・ 

内
容
／
結
核
・
肺
が
ん
検
診
、
大

腸
が
ん
検
診
、
前
立
腺
が
ん
検

診
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
、
若
年

者
健
診
、
後
期
高
齢
者
健
診
、
特

定
健
診
（
詳
細
は
、
健
康
カ
レ
ン

ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

■
精
神
保
健
デ
イ
ケ
ア
（
要
予
約
）

・ 

日
程
／
10
月
１
日
（
火
）
・
８
日

（
火
）
・
22
日
（
火
）
・
29
日
（
火
）

・ 

開
催
時
間
／
９
時
30
分
～
11
時

30
分

・ 
内
容
／
仲
間
と
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

■
総
合
健
康
相
談

・
対
象
／
乳
幼
児
～
高
齢
者

・ 

日
程
／
10
月
３
日
（
木
）
・
23
日

（
水
）

・ 

会
場
／
健
康
推
進
課（
岩
瀬
庁

舎
）、
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・ 

受
付
時
間
／
10
時
～
11
時
30
分

※�

子
ど
も
の
計
測
、
離
乳
食
・
栄

養
相
談
希
望
者
は
、
要
予
約

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
（
要
予
約
）

・
日
程
／
10
月
７
日
（
月
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
開
催
時
間
／
13
時
～
15
時

・ 

内
容
／
精
神
保
健
福
祉
士
が
担

当
し
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

 

10
月
６
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
上
の
原
病
院

・�

住
所
／
上
野
原
地
新
田
１
５
９

-

２

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

75-

３
１
３
０
（
休
日
専
用
）

 

10
月
13
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
塚
田
医
院

・
住
所
／
真
壁
町
飯
塚
97-

１

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

55-

０
５
８
５

 

10
月
14
日
（
月
）

・
医
療
機
関
名
／
山
王
病
院

・
住
所
／
岩
瀬
42

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

75-

０
６
０
０

 

10
月
20
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
田
崎
内
科
医
院

・
住
所
／
真
壁
町
田
２
６
８

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

55-

２
５
１
１

　
適
量
の
飲
酒
は
、
ス
ト
レ
ス
解

消
や
疲
労
回
復
な
ど
に
役
立
つ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
過
度
の
継

続
的
な
飲
酒
は
、
肝
機
能
障
害
な

ど
健
康
へ
の
悪
影
響
だ
け
で
な
く

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
な
ど
に
つ
な
が

り
、
家
庭
や
地
域
に
お
い
て
深
刻

な
問
題
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　
現
在
、
日
本
国
内
で
ア
ル
コ
ー
ル
依

存
症
の
疑
い
の
あ
る
人
は
４
４
０
万

人
、
治
療
の
必
要
な
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

症
の
患
者
さ
ん
は
80
万
人
い
る
と
推

計
さ
れ
て
い
ま
す
。

乳
幼
児
健
診
・
育
児
相
談

成
人
健
康
診
査

休
日
応
急
診
察
医
療
機
関

精
神
保
健

健
康
相
談

 

10
月
27
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
阿
部
田
医
院

・
住
所
／
真
壁
町
亀
熊
１
２
３-

１

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

55-

０
３
０
５

※�

当
番
医
は
、
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
休
日
の
場

合
は
各
庁
舎
の
日
直
、
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
確
認
の

う
え
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
10
月
16
日（
水
）、
13
時

30
分
～
15
時

■
講
師
／
国
分
寺
さ
く
ら
ク
リ

ニ
ッ
ク�

村む
ら
た
も
も
よ

田
桃
代�

先
生

■
場
所
／
真
壁
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
定
員
／
１
０
０
名

■
そ
の
他
／
参
加
費
は
無
料
で
す
。

参
加
希
望
者
は
、
開
催
日
前
日
ま
で

に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
健
康
推
進

課
（
☎
０
２
９
６-

75-

３
１
５
９

直
通
、
☎
58-

５
１
１
１
・
75

-

３
１
１
１
代
表
）

き
ら
き
ら
健
康
講
座

き
ち
ん
と
眠
れ
て
い
ま
す
か
？

い
び
き
を
か
い
て
い
ま
せ
ん
か
？

～
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
～

薄
め
て
飲
ん
だ
り
す
る
工
夫
を

し
ま
し
ょ
う
。

④�

時
間
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
飲

み
ま
し
ょ
う
。

※�

左
表
の
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
自

己
診
断
法
に
、
当
て
は
ま
る
と

き
に
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
受
付
時
間
／
８
時
30
分
～
17
時

15
分
（
※
平
日
の
み
）

■
相
談
先
／
茨
城
県
精
神
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー�

酒
害
相
談
（
☎

０
２
９-

２
４
３-

２
８
７
０
）

【アルコール依存症の自己診断法】

＊アルコール依存症であるかどうかは専門の医師が診

断するものですが、受診前に今の状態を理解する一つ

の目安としてお使いください。

項　　　目 は　い いいえ

１ 食事は 1 日 3 回、ほぼ規則的にとっている          ０点 １点

２
糖尿病、肝臓病、または心臓病と診断され、その治療を受けた
ことがある  

１点 ０点

３ 酒を飲まないと寝つけないことが多い １点 ０点

４
二日酔いで仕事を休んだり、大事な約束を守らなかったりした
ことがある 

１点 ０点

５ 酒をやめる必要性を感じたことがある １点 ０点

６ 酒を飲まなければいい人だとよくいわれる １点 ０点

７ 家族に隠すようにして酒を飲むことがある １点 ０点

８
酒が切れた時に、汗が出たり、手が震えたり、イライラや不眠
など苦しいことがある 

１点 ０点

９ 朝酒や昼酒の経験が何度かある １点 ０点

10 飲まないほうがよい生活が送れそうだと思う １点 ０点

合　計 点

判定：合計点が 4 点以上：アルコール依存症の疑い群

　       合計点が 1 ～ 3 点：要注意群。ただし、質問項目 1 番による 1 点のみの場合は正常群

　　    合計点が 0 点：正常群

項　　　目 は　い いいえ

１ 酒を飲まないと寝つけないことが多い　 １点 ０点

２ 医師からアルコールを控えるようにいわれたことがある １点 ０点

３
せめて今日だけは酒を飲むまいと思っていても、 つい飲んでし
まうことが多い

１点 ０点

４ 酒の量を減らそうとしたり、酒を止めようと試みたことがある １点 ０点

５ 飲酒しながら、仕事、家事、育児をすることがある １点 ０点

６ 私のしていた仕事を周りの人がするようになった １点 ０点

７ 酒を飲まなければいい人だとよくいわれる １点 ０点

８ 自分の飲酒についてうしろめたさを感じたことがある １点 ０点

合　計 点

判定：合計点が 3 点以上：アルコール依存症の疑い群

　　　合計点が 1 ～ 2 点：要注意群。ただし、質問項目６番による 1 点のみの場合は正常群

　　　合計点が 0 点：正常群

新久里浜式アルコール症スクリーニングテスト：
女性版（KAST-F）

最近６カ月の間に、以下のようなことがありましたか。
新久里浜式アルコール症スクリーニングテスト：
男性版（KAST-M）

ア
ル
コ
ー
ル
と
健
康
の
は
な
し
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資格取得！資格取得！
少子・高齢化が進展する現在、資格者として医療の分野で輝ける
フィールドが大きく広がっています。
当学院では、幅広い年齢層の生徒が共に学び、地域医療の最前線
で活躍しています。社会人の方々も、数多くチャレンジしています。

さくらがわ　2013.9.1

これって、燃えないごみ?

分ければ資源ごみ!

 

■
燃
え
な
い
ご
み
の
分
別
試
験
実
施

　
市
で
は
、
皆
様
と
協
力
し
て
、

ご
み
の
減
量
化
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ご
み
処
理
に
係
る
費
用
を
、

少
し
で
も
抑
え
る
た
め
に
は
、
皆

様
の
意
識
・
行
動
・
実
践
が
不
可

欠
と
な
り
ま
す
。
市
で
は
環
境
セ

ン
タ
ー
へ
の
ご
み
搬
入
量
を
検
証

（
下
表
参
照
）
し
、
燃
え
な
い
ご
み

の
収
集
分
別
を
試
験
的
に
実
施
し

ま
し
た
。

 

■
分
別
試
験
の
方
法
は
？

　
下
表
の
ご
み
搬
入
量
を
、
岩

瀬
・
大
和
・
真
壁
地
区
に
分
け
て

燃
え
る
ご
み
、
燃
え
な
い
ご
み
の

内
訳
を
見
る
と
、
燃
え
る
ご
み
に

つ
い
て
は
、
概

お
お
む

ね
人
口
比
ど
お
り

の
搬
入
実
績
で
し
た
。
燃
え
な
い

ご
み
に
つ
い
て
は
、
岩
瀬
地
区
に

対
し
て
、
大
和
・
真
壁
地
区
の
搬

入
量
が
多
い
状
況
で
し
た
。
そ
こ

で
市
で
は
、
ご
み
委
託
収
集
事
業

者
と
連
携
を
図
り
、
７
月
分
の
燃

え
な
い
ご
み
で
出
さ
れ
た
ご
み
を

集
約
し
て
、
作
業
員
に
よ
る
手
作

業
で
の
分
別
を
行
い
ま
し
た
。

　
分
別
内
容
は
、
皆
様
が
毎
月
一

回
資
源
ご
み
と
し
て
出
し
て
い
る

も
の
と
同
じ
方
法
で
、
び
ん
類
・

缶
類
を
主
に
分
別
し
ま
し
た
。

 

■
分
別
試
験
の
結
果

　
手
作
業
に
よ
る
分
別
作
業
の
結

果
、
本
来
資
源
ご
み
と
し
て
出
さ

れ
る
べ
き
、
缶
類
・
び
ん
類
が
非

常
に
多
数
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が

検
証
さ
れ
ま
し
た
。

・ 

７
月
に
大
和
・
真
壁
地
区
で
出

さ
れ
た
燃
え
な
い
ご
み
の
量
／

２
８
，
９
２
８
㎏

・ 

分
別
し
た
資
源
ご
み
の
量
と
品

目
／
８
，５
７
８
㎏
、
主
に
缶
類
・

び
ん
類

・
リ
サ
イ
ク
ル
率
／
30
％

 

■
現
状
、
そ
し
て
課
題
！

　
自
分
位
は（
分
別
し
な
く
て
も
）

よ
い
だ
ろ
う
、
他
の
人
も
分
別
し

て
な
い
し
・
・
・
と
い
っ
た
考
え

で
は
、
い
つ
ま
で
経
っ
て
も
ご
み

の
減
量
化
は
達
成
で
き
ま
せ
ん
。

　
今
回
は
真
壁
・
大
和
地
区
で
の

試
験
で
し
た
が
、
岩
瀬
地
区
で
も

同
様
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
市
内
全
域
で
ご
み
減
量
化
が
進

ま
な
い
場
合
、
将
来
的
に
は
『
ご

み
の
有
料
化
』
の
導
入
も
検
討
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
、
も
う

一
度
、
私
達
一
人
ひ
と
り
が
、
ご

み
の
減
量
化
に
向
け
て
、
責
任
を

持
っ
て
実
践
し
ま
し
ょ
う
！

 

■
も
う
一
度
！
見
直
そ
う
！

　
空
缶
や
び
ん
類
は
、
リ
サ
イ
ク

ル
す
る
こ
と
で
、
ご
み
の
減
量
化

に
繋
が
り
、
そ
の
収
集
量
に
応
じ

て
、
皆
さ
ん
の
行
政
区
に
報
奨
金

と
し
て
、
還
元
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
問
合
先
／
環
境
対
策
課（
☎

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、

内
線
２
２
８
６
）

28,928kgの燃えないごみから分別し
た8,578kgの資源ごみ

平成 25年度　筑西広域環境センターへのごみ搬出量（単位：㎏）

燃えないごみ

計

48,970

52,940

58,010

34,810

真壁地区

24,560

28,460

33,060

（※）20,350

大和地区

8,130

8,520

11,430

岩瀬地区

16,280

15,960

13,520

14,460

燃えるごみ

計

832,440

865,510

766,430

902,390

真壁地区

321,110

319,940

286,210

337,500

大和地区

107,120

107,830

99,780

123,960

岩瀬地区

404,210

437,740

380,440

440,930

月

4月

5月

6月

7月

(※)28,928kgの燃えないごみから分別した8,578kgの資源ごみを引いた量

出された燃えないごみから
手作業で資源ごみを分別する作業員
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歴
史
資
料
館
だ
よ
り

No.51
教育委員会文化財課
文化財グループ
（☎58-5111・75-
 3111 代表）

茨城県弁護士会所属　弁護士　萩原 慎二

弁護士法人 萩原総合法律事務所 ☎0296-48-8875
筑西市乙828番3 SATOHビル2階（JR下館駅南口徒歩30秒）

（月～金 9：00～12：00、13：00～17：30）

交通事故相談会開催のお知らせ
日　時：９月28日（土）　９：30～19：00
場　所：弁護士法人 萩原総合法律事務所
予約制となります。 どなたでも無料でご相談いただけます。

無料法律相談会開催のお知らせ
日　時：９月29日（日）　９：00～17：00
場　所：弁護士法人 萩原総合法律事務所
予約制となります。 どなたでも無料でご相談いただけます。

さくらがわ　2013.9.1

　
真
壁
伝
承
館
歴
史
資
料
館
で

は
、
７
月
23
日
（
火
）
～
平
成
26
年

３
月
16
日
（
日
）
ま
で
の
間
、
第
４

回
企
画
展
「
新
収
蔵
品
展
１
～
桜

川
の
お
た
か
ら
～
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
企
画
展
は
、
近
年
に
市
内

外
の
方
々
か
ら
寄
贈
・
寄
託
い
た

だ
い
た
資
料
を
中
心
と
し
て
紹
介

し
、
身
近
な
も
の
を
通
し
て
歴
史

に
触
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
主
な
展
示
品
に
は
、
髙
幡
地
区

で
保
管
さ
れ
て
い
た
、
室
町
～

江
戸
時
代
初
頭
ご
ろ
の
『
獅し

し子

頭が
し
ら』
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
大お

お

獅じ

し子
、
仲な

か

獅じ

し子
、
女め

獅じ

し子
の
３
体

か
ら
な
り
、
古
く
は
三
匹
獅
子
舞

（
サ
サ
ラ
）
で
使
わ
れ
て
い
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
近
年
は
獅

真壁水力発電所の図面

子
舞
を
踊
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ

う
で
す
。
県
内
の
各
地
に
は
３
匹

の
獅
子
頭
が
い
く
つ
か
残
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
髙
幡
地
区
の
も
の
は

作
り
や
形
が
古
く
、
非
常
に
珍
し

い
資
料
で
す
。

　
ま
た
、
明
治
・
大
正
時
代
に
お

け
る
地
方
の
近
代
化
を
示
し
た

『
真
壁
水
力
発
電
所
関
係
史
料
』

も
、
ぜ
ひ
見
て
い
た
だ
き
た
い
資

料
の
一
つ
で
す
。
こ
の
資
料
は

１
０
０
年
近
く
前
の
も
の
と
な
り

ま
す
が
、
非
常
に
保
存
状
態
が
よ

く
、
設
計
図
の
ほ
と
ん
ど
が
当
時

の
ま
ま
で
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
展

示
し
て
い
る
の
は
発
電
機
と
水
車

周
辺
部
分
の
設
計
図
で
す
が
、
そ

の
驚
く
程
に
緻
密
な
手
描
き
の
図

面
に
も
注
目
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、

真
壁
町
内
の
店
舗
名
が
描
か
れ
た

多
数
の
酒
器
な
ど
、
興
味
深
い
も

の
が
多
数
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
品
々
は
、
ど
れ
も
が

個
人
、
ま
た
は
地
域
で
保
管
さ
れ

て
い
た
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
資

料
を
ご
覧
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、

こ
の
地
域
特
有
の
貴
重
な
伝
統
行

事
や
、
習
慣
、
風
俗
な
ど
、
身
近

だ
か
ら
こ
そ
忘
れ
が
ち
な
文
化
を

見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
と
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

展
示
説
明
会

■
日
時
／
９
月
21
日（
土
）、
10
時
～

■
場
所
／
真
壁
伝
承
館 

歴
史
資

料
館
（
資
料
館
入
口
集
合
）

■
内
容
／
実
際
に
展
示
品
を
見
な

が
ら
説
明
を
行
い
ま
す
。

■
そ
の
他
／
聴
講
無
料
、
事
前
申

し
込
み
不
要

■
問
合
先
／
文
化
財
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内

線
３
２
２
１
）

「
新
収
蔵
品
展
１ 

　
　

～
桜
川
の
お
た
か
ら
～
」　

開
催
中

企画展のポスター
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http://www.yanagida-dc.com
桜川市西飯岡539-4  坂戸小学校正門前 ☎0296-76-3700

■診療時間／午前9：00～12：30
　　　　　　午後2：30～  7：00
■休 診 日／木曜午後・土曜午後・日曜・祝日
　　　歯科医師　柳田佳代子　柳田充康

歯科用CTあり（撮影料19,800円～）

歯科　小児歯科 インプラント
（自由診療 1歯20万円～）

床　矯　正
（自由診療 9万円～）

ムラカミ書店
桜川市真壁町真壁198 TEL0296-55-3160

週刊誌・月刊誌

飲食店、美容室、理容室、歯
科院、病院など、お客様の
待ち時間に読む本などいか
がでしょう。
定期購読も承っております。
お気軽にお電話ください。

さくらがわ　2013.9.1

新 刊 介紹BOOK  REVIEW

大 和 中 央 公 民 館

岩 瀬 中 央 公 民 館

真壁伝承館 真壁図書館
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【今月のお薦め本】

【今月のお薦め本】

【今月のお薦め本】

ジョン・マン（波涛編・大洋編・望郷編）
山本　一力　著

大活字本　オリンピックの身代金１～４
奥田　英朗　著

茨城県４４市町村オールガイド  いばらき４４
茨城新聞社出版局

《児童図書》
こぐまとめがね	 	 	 こんの　ひとみ	作
ボクものがたり	 	 	 いもと　ようこ	作
ぷうちゃんのちいさいマル	 	 東　　直子	作
ぼくはきょうりゅうハコデゴザルス	 土屋　富士夫	作
ゆうれい猫と魔女の呪い	 	 広嶋　玲子	著
《一般図書》
はだかんぼうたち		 	 江國　香織	著
多摩川にすてられたミーコ	 	 なりゆき　わかこ	著
猫なんかよんでもこない　１・２	 杉　　作	著
がんを防ぐ「食」の本	 	 安立　真由美	編
雅姫のインテリアスタイル	 	 雅　　姫	著

《児童図書》
ふしぎ駄菓子屋銭天堂	 	 廣嶋　玲子	作
イヤーオブノーレイン	内戦のスーダンを生きのびて	 アリス・ミード	作 / 横手　美紀	訳
かあちゃん取扱説明書	 	 いとう　みく	作
ルルとララのおしゃれクッキー	 あんびる　やすこ	作 / 絵
すいか！		 	 	 石津　ちひろ	文 / 村上　康成	絵
《一般図書》
アヒルと鴨のコインロッカー	 井坂　幸太郎	著
夏天の虹　	みをつくし料理帖	 髙田　　郁	著　
マネー・ボール〔完全版〕	 	 マイケル・ルイス	著 / 中山　宥	訳
はじめてのキッチン	 	 小林　ケンタロウ	著

《児童図書》
さがし絵で発見！世界の国ぐに　⑥～⑩巻	 稲葉　茂勝	著
月の満ちかけ絵本		 	 大枝　史郎	文 / 佐藤　みき	絵
魔女の宅急便　その４　キキの恋	 角野　栄子	作 / 佐竹　美保	画
クローディアの秘密	 	 E.L. カニグズバーグ	作 / 松永　ふみ子	訳
かあさんのこもりうた	 	 こんの　ひとみ	作 /いもと　ようこ	絵
あかちゃんといっしょ０・１・２	なに　なに　なあに？	 木坂　涼	作 / 田代　卓	絵
《一般図書》
聞かないマスコミ　答えない政治家	 池上　彰	著
被災ママ８１２人が作った	子連れ防災手帖	 つながる .com	編
つらい腰の痛みが消える	寝たきりにならない生活習慣	 伊藤　晴夫	著
ホテルローヤル	 	 	 桜木　紫乃	著
爪と目	 	 	 	 藤野　可織	著
残月～みをつくし料理帖～	 	 髙田　郁	著
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文
芸　

さ
く
ら
が
わ

勉強がらくになるのは公文式!
はじめよう！

真壁中央・十里・明野ピース・スフィア教室

真壁中央：桜川市真壁町田52-4

ぜひ一度、

 教室を見に

  来て下さい
。

乳幼児教室
小学生教室
中学生教室
高校生教室

代表0296-57-2969

〉〉〉おもちゃお売りください。

古物商許可・茨城県公安委員会　第４０１２２００００５１１号
お電話はお気軽に ☎090‐3040‐4115

ご不要なおもちゃ、 捨てる前にぜひお電話を！
こちらから、 お伺いいたします。
直接お持ちいただくことも可能です。
ご好評により、高めに買取りしております。

増田石材工業㈱　玩具事業部 増田俊伸
桜川市大国玉2056-1　10時～19時（不定休）

ウルトラマン ・ 怪獣 ・ ブロック ・ 戦隊ヒーロー ・
仮面ライダー ・ 合体ロボット ・ LEGO ・ プラモデル ・ 本など・・・

さくらがわ　2013.9.1
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この広報紙は、環境保護のために
古紙配合率100％の再生紙と植物性
大豆油インキを使用しています

広報さくらがわ No.191

※このコーナーに掲載を希望の方は、秘書広報課（☎ 58-5111・75-3111）までお申し込みください。

発行：桜川市 / 月２回（１日 /15 日）
編集：市長公室秘書広報課
TEL：0296-58-5111・75-3111（代表）
FAX：0296-58-5115
〒 309-1293 茨城県桜川市羽田 1023 番地
ホームページ http://www.city.sakuragawa.lg.jp
E メール info@city.sakuragawa.lg.jp

９月１日発行
【 表　紙 】
　８月３日（土）、桜川市総合運動公園で、「第８回
桜川市子ども会球技大会」（ソフトボールとドッジ
ボール）が開催されました。
　子どもたちは、５月ごろから放課後や休日を使っ
て練習を積み重ね、当日は優勝を目指して一生懸
命にプレーし、熱戦を繰り広げました。また、多
くの保護者が応援に駆け付け、子どもたちと喜び
や悔しさを分かち合っていました。

おっきくなぁれ !

岸き
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一い

ち

ち
ゃ
ん

  

平
成
23
年
11
月
27
日 

生

（
真
壁
町
田
地
区
）

田た

崎さ

き

　
愛ま

奈な

ち
ゃ
ん

  

平
成
24
年
10
月
16
日 

生

（
真
壁
町
下
小
幡
地
区
）

お
と
う
さ
ん
か
ら
ひ
と
こ
と

　

た
い
ち
の
え
が
お
で
、
み
ん

な
が
い
や
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
た
く
さ
ん
あ
そ
ん

で
、
す
て
き
な
え
が
お
を
み
せ

て
ね
。

パ
パ
マ
マ
か
ら
ひ
と
こ
と

　

元
気
い
っ
ぱ
い
で
、
笑
顔
が

カ
ワ
イ
イ
愛
奈
ち
ゃ
ん
。

　

そ
の
笑
顔
で
い
つ
も
周
り
を

明
る
く
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
。

　

こ
れ
か
ら
も
笑
顔
を
忘
れ

ず
、
素
敵
な
女
の
子
に
成
長
し

て
ね
♡

　
「
雨
引
の
里
と
彫
刻
」
実
行
委

員
会
は
、
自
然
豊
か
な
旧
大
和
地

区
を
会
場
に
、
１
９
９
６
年
か
ら

地
元
の
皆
様
の
協
力
を
得
な
が
ら

野
外
彫
刻
展
を
過
去
８
回
開
催
し

て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
第
５
回

展
（
２
０
０
３
年
）
と
同
じ
く
、
大

国
玉
・
金
敷
地
区
を
会
場
と
し

て
、
38
名
の
作
家
が
参
加
し
ま

す
。

　
石
、
金
属
、
陶
、
布
な
ど
の
素

材
を
使
っ
た
彫
刻
作
品
で
す
。
秋

か
ら
冬
枯
れ
に
移
り
ゆ
く
美
し
い

里
山
の
風
景
と
共
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
会
期
中

に
は
、
日
時
限
定
で
地
元
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
に
よ
る
無
料
休
憩
所

開
設
や
手
打
ち
そ
ば
（
有
料
）、
軽

ト
ラ
市
、
そ
し
て
作
家
に
よ
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
も
開
催
さ

れ
ま
す
。

　
多
く
の
方
々
の
ご
高
覧
を
お
ま

ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
会
期
／
９
月
22
日
（
日
）
～
11
月

24
日
（
日
）

■
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
／
大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

「
シ
ト
ラ
ス
」

■
作
品
鑑
賞
バ
ス
ツ
ア
ー

　
各
作
家
か
ら
制
作
意
図
な
ど
を

聞
け
る
作
品
鑑
賞
ツ
ア
ー
を
行
い

ま
す
。

◆
期
日
／
10
月
６
日
（
日
）
・
11
月

３
日
（
日
）
の
両
日

◆
先
行
予
約

・�

対
象
者
／
市
民
の
方

・
期
限
／
９
月
21
日
（
土
）

・�

申
込
方
法
／
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
岩
瀬
・
大
和
公
民
館
、
真

壁
伝
承
館
に
あ
る
申
込
書
に
記

入
し
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

会
期
中
は
、イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で
直
接
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
桜
川
市
生
涯
学
習
課

（
真
壁
伝
承
館
内
、
☎
０
２
９
６

-

23

-

８
５
２
１
）、
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
会
期
中

の
み
、
☎
０
８
０-

６
７
７
０-

７
３
６
８)

９
月
22
日
～
11
月
24
日

　

「
雨
引
の
里
と
彫
刻
２
０
１
３
」

2011年作品「Ceramic Cylinder 
for Images of Water Level」

塩
し お や

谷良
りょうた

太 作

2011 年作品「内側のかたち

-10LS-CARPA」菅
すがわら

原二
じ ろ う

郎 作

次
号（
10
月
号
）か
ら
は
、
お
子
さ
ん
の
写
真
だ
け
で
も
掲
載
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。


